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医
療
・福
祉
施
設
が
民
間
委
託
に  

（
仮
称
）
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
を

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
建
設
予
定
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産
党
岡
崎
市
委
員
会

消
費
税
の
導
入
か
ら
丸
25

年
が

経
過
し
ま
し
た
。
毎
年
４
月
１
日
は
、

全
国
で
「
怒
り
の
宣
伝
行
動
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

消
費
税
を
な
く
す
岡
崎
の
会
も
、

毎
年
殿
橋
の
た
も
と
で
、
宣
伝
行
動

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
も
お
花
見
の
人
た
ち
に
、

消
費
税
増
税
中
止
を
訴
え
る
宣
伝
と

署
名
行
動
が
行
わ
れ
、
一
時
間
で
40

筆
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

察
・
療
育
は
保
護
者
の
大
き
な
要
望

で
も
あ
り
、
党
市
議
団
も
豊
田
市
の

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
岡

崎
市
の
障
害
児
福
祉
の
相
談
体
制

な
ど
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

突
然
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
提
案

 
 

こ
の
間
「
福
祉
の
村
基
本
構
想
」

「
策
定
委
員
会
」
な
ど
の
中
で
は
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
論

議
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
に
く
い

げ
ん
き
館

岡
崎
市
の
げ
ん
き
館
は
、
平
成

20
年
、
県
下
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
・
維
持
管

理
・
運
営
を
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
特
別
目
的
会

社
＝
大
成
建
設
・
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー

ツ
・
丸
ヨ
建
設
・
日
本
水
泳
振
興

会
・
学
校
法
人
安
城
学
園

・
タ
ス

ク
・
フ
ォ
ー
ス
）
各
分
野
の
参
加
で

共
同
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

げ
ん
き
館
利
用
者
か
ら
は
、
「
脱

衣
場
の
掃
除
や
運
営
方
法
に
意
見

が
あ
っ
て
も
市
直
営
と
ち
が
っ
て

な
か
な
か
声
が
届
き
に
く
い
」
ま
た

近
隣
住
民
か
ら
は
、
「
夜
の
照
明
が

明
る
す
ぎ
る
」
「
夜
遅
く
ま
で
話
し

声
や
ボ
ー
ル
の
音
が
う
る
さ
い
」
等

の
要
望
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
な
か

３
月
議
会
で
内
田
市
長
は
「
福
祉

の
村
に
し
ょ
う
が
い
児
及
び
気
に

な
る
子
に
対
す
る
『
相
談
・
診
療
・

療
育
機
能
』
を
有
す
る
「
（
仮
称
）

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し

て
い
く
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
行
う
た

め
に
特
定
事
業
者
を
募
集
等
を
し

て
い
く
」
と
所
信
表
明
で
発
言
し
ま

し
た
。

発
達
し
ょ
う
が
い
児
の
相
談
・
診

消
費
税
導
入
か
ら
25
年  

消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ

怒
り
の
消
費
税
宣
伝

な
か
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

福
祉
の
村
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
は
医
療
・
福
祉
の
施
設
で
あ
り
、

企
業
の
目
的
で
あ
る
「
利
潤
」
を
生
み

出
す
も
の
で
は
な
い
た
め
、
全
国
で

は
、
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は

５
年
で
破
綻
し
、
葛
飾
区
で
は
「
保
健

所
・
こ
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
」
「
図
書

館
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
の
導

入
を
断
念
し
て
い
ま
す
。

利
益
よ
り
も

要
求
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
福
祉
分
野

で
も
う
け
を
追
求
す
る
も
の
で
は
な

く
、
要
求
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ

れ
る
よ
う
公
は
努
力
す
べ
き
で
あ
り
、

福
祉
分
野
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
す
べ
き

で
は
な
い
と
質
問
し
て
き
ま
し
た
。

市
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
建

設
・
運
営
方
法
と
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
場

合
の
費
用
は
、
15
年
間
で
６
％
、
２
億

円
程
度
安
価
に
な

る
と
議
会
で
答
弁
し

て
い
ま
す
が
、
年
間
に

す
れ
ば
、
１
４
０
０
万

円
で
す
。
安
上
が
り
の

追
求
で
は
な
く
、
障
が

い
者
や
家
族
に
と
っ

て
使
い
や
す
い
、
よ
り

よ
い
施
設
と
な
る
よ

う
に
す
べ
き
で
す
。

福祉の村には・・・・・
「福祉の村」には、「清楽荘」

（昭和 49 年建設）から「にじの

家」（平成 13 年建設）まで 10

施設が作られ、総定員 200 人以

上に障がい福祉サービスが提供さ

れています。しかし、老朽化やニ

ーズの多様化、また発達しょうが

い児に対応できる総合的な施設に

するため、平成 21 年度基本構想

が策定されました。清楽荘につい

ては、多くの市民から存続を望む

声が出ています。

ＰＦＩとは
ＰＦＩ（プライベート・ファイ

ナンス・イニシアテイブ）とは、

設計、建設から長期間の運営、維

持管理などを一括してＳＰＣ（Ｐ

ＦＩ実施のためにいくつかの企業

が合同で立ち上げた企業体）に委

託し、市は、分割して、建設費・

維持管理費を支払うため、一時に

多額の費用が不必要となります。

しかし、ＳＰＣの代表企業が大手

ゼネコンの場合が多く、地元の企

業が参入しにくく、削減経費の多

くが、人件費となります。

岡
崎
市
で
は

福
祉
の
村
に
（
仮
称
）
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す

る
計
画
で
す
が
、
建
設
に
当
た
り
、
設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
ま
で
の
15
年

間
を
一
括
し
て
企
業
に
発
注
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

就労支援機能
交流相談機能

一時宿泊機能

生活介護機能

子ども発達センター
そだちの家

のぞみの家

みのりの家

にじの家

子ども発達支

援、子ども発達

診療所、療育部

門、めばえの

家、若葉学園

友愛の家

体育館
希望の家
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日
常
的
維
持
管
理
費
は
岡
崎
市
の

財
政
で
行
い
ま
す
。

昨
年
４
月
５
日
に
、
９
７
６
５
万

円
で
い
す
ゞ
自
動
車
が
落
札
し
ま

し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
製
で
軍
需
用

で
す
。
国
内
で
点
検
業
者
が
あ
る
の

か
も
未
定
で
す
。

岡
崎
市
に
配
備
さ
れ
た
理
由
は
、

日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
高
速

道
路
な
ど
を
使
っ
て
東
西
ど
ち
ら

で
も
移
動
で
き
る
と
い
う
利
便
性

か
ら
と
の
こ
と
。（
東
海
愛
知
新
聞
）

岡
崎
市
に
は
各
県
一
台
の
支
援

車
（
２
０
１
１
年
）
と
資
機
材
車
（
今

３
月
29
日
、
岡
崎
市
に
緊
急
消
防

援
助
代
謝
量
と
し
て
、
全
地
形
対
応

車
両
と
そ
れ
を
運
搬
す
る
搬
送
車

（
全
国
で
各
１
台
）
資
機
材
搬
送
車

（
東
京
都
以
外
の
道
府
県
各
１
台
）

が
総
務
省
よ
り
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

下
写
真
の
よ
う
に
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ

ー
式
で
、
が
れ
き
、
１
．
２
ｍ
の
水

深
、
雪
上
、
溝
、
段
差
な
ど
を
走
行

で
き
ま
す
。
乗
車
人
員
は
２
名
。
全

国
す
べ
て
の
地
域
に
、
消
防
庁
の
命

令
で
出
動
さ
れ
、
専
用
搬
送
車
に
乗

せ
て
運
び
ま
す
が
、
基
本
的
に
乗
務

は
岡
崎
市
の
職
員
が
行
い
、
車
両
の

全
国
で
は
の
285
議
会

【
20
道
府

県
、
６
政
令
市
、
169
市
、
90
町
村
】

が
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
て
い

ま
す
。
岡
崎
市
も
そ
の
一
つ
で
す
。

実
態
の
伴
わ
な
い

岡
崎
市
の
基
本
条
例

岡
崎
市
の
議
会
基
本
条
例
に
は
、

「
市
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
、
議
会
の
活
性
化
を
図
り
」

「
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
思
を
反
映

し
た
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
」

「
市
民
に
対
し
積
極
的
な
情
報
の

発
信
を
行
う
」

「
積
極
的
な
発
言
、
議
論
等
を
行

う
」

「
議
員
の
資
質
向
上
」

な
ど
を
掲
げ
な
が
ら
、
実
際
に
は
、

議会基本条例 議会報告会

岡崎市 ○ ×

豊田市 ○ ○

安城市 自治基本条例

刈谷市 検討中

西尾市 検討中

知立市 ○ ○

碧南市

高浜市 ○ ○

みよし市

幸田町

回
同
時
）
も
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
高
10
名

ま
で
乗
車
で

き
ま
す
。
南

海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
を
想

定
す
れ
ば
、

必
要
も
感
じ

ま
す
が
、
総

務
省
が
指
定

し
て
配
置
す

る
以
上
、
本

来
は
維
持
管

理
費
も
国
が

持
つ
べ
き
で

す
。

も

全
地
形
型
車
両

総
務
省
か
ら
配
備

本
当
に
必
要
？ 

 

経
費
は
岡
崎
市
持
ち

議
員
の
質
問
時
間
の
制
限
や
、
非
公

開
の
代
表
者
会
議
、
議
会
報
告
会
の

未
開
催
な
ど
、
条
例
の
意
義
に
反
し

て
い
ま
す
。

他
市
の
実
施
状
況
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

左
の
表
は
、
西
三
河
各
市
の
議
会

基
本
条
例
の
制
定
状
況
と
、
議
会
報

告
会
の
開
催
状
況
で
す
。

議
会
報
告
会
の
開
催
を

岡
崎
市
以
外
の
条
例
制
定
自
治

体
で
は
、
す
べ
て
議
会
報
告
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。岡

崎
市
議
会
も
、
市
民

の
意
見
を
真
摯
に
聞
き
、

議
会
で
の
活
動
を

広
く
市
民
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
議
会
報

告
会
の
開
催
は
急
務
で

す
。

         ＳＮＳ・・

ツイッターと

フェイスブック

ホームページ・・・
さまざまな人とすぐに友達

になって気軽に意見交換で

き、情報が どんどん入って

くるツイッターやフェイスブ

ック、そしてホーム

ページを楽しみながらやって

います。

先日、うれしいメッセージ

が届きました。「もとむらさん

にお伺いしたいことがあります。日本共産党に入党

したいのですが、どのようにしたら良いのでしょう

か？」

私はさっそく返事を送りました。「とても光栄で

す。日本共産党の綱領と規約に賛同していただくこ

とが一番大事です。そして大切なことが4つありま

す。①しんぶん赤旗を読む②支部会議に出る③学習

に努める④党費（収入の１％）を納める。入党時に

300円も必要です」

すぐに「ありがとうございます。日本で唯一の革

新政党であり、政党助成金を受けない市政に本物の

清廉な姿を見ました。『赤旗』はすぐに購読を申し

込みます」と返事をいただきました。

ＳＮＳで少しずつ日本共産党を理解してくださ

る方が増えている気がします。

あと３ヶ月。精一杯日本共産党の魅力を発信し、

交流していきたいと思います。

岡
崎
の
市
議
会
シ
リ
ー
ズ
①

議
会
基
本
条
例
と
議
会
報
告
会

党県原発ゼロ

対策部長

もとむら

伸子

日本共産党演説会
6月 1日（土）

午後 2時～甲山会館
弁士：もとむら伸子

   衆議院議員

   佐々木憲昭


